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厚生労働行政推進調査事業補助金 

政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業） 

（分担）研究報告書 

診療現場の実態に即した医療ビッグデータ（NDB 等）を利活用できる人材育成促進に資

するための研究 

研究分担者 笹渕裕介 自治医科大学データサイエンスセンター  

研究要旨：令和２年度までに開発した医療ビッグデータハンドリング教育プログラム、e-

learning用プログラムは一方向型であり、より学習効率の高いプログラムの必要性があ

る。そこで、本研究の目的を双方向型オンライン教育プログラムの開発を行うこととし

た。令和 3 年度は双方向型オンライン教育プログラム開発にあたり当センターで研究を行

っている研究者・大学院生と、双方向型プログラム開発のための意見交換を行った。その

結果を元に、令和 4 年度は研究計画立案、統計解析用ソフトウェア Rについて双方向型オ

ンラインプログラムの開発を行い、研究者へ提供した。本研究事業で開発した教育プログ

ラムは医療ビッグデータを利活用できる人材育成促進につながったと考えられる。 

 

Ａ．研究目的 

近年医療ビッグデータを利用した研究が爆

発的に増加しており、臨床判断や医療政策

策定に必要なエビデンスの創出に大きな役

割を占めていることはすでに周知の事実で

ある。医療ビッグデータを利用した研究を

行うためには通常の臨床データを用いた臨

床研究に必要な臨床の知識・臨床研究の知

識に加えて、データベースハンドリング・

統計学等の知識や技術を要する。我々は平

成 29-30 年度および平成 31-令和２年度厚

生労働科学研究において、医療ビッグデー

タを利用した研究を行う際に必要なデータ

ハンドリング技術である SQL 言語、統計解

析に必要な R、SPSS等の統計ソフトの習得

を目指す教育プログラム、e-learning用教育

プログラムの開発を行い多くの対象者へ提

供してきた。一方、これらのプログラムは

一方向性であり学習効率が必ずしも高くな

く、より学習効率の高いプログラムが求め

られている。そこで、本研究の目的はこれ

までに開発したプログラムをベースに、双

方向型教育プログラムの開発を行うことと

した。 

 

Ｂ．研究方法 

①これまで自治医科大学データサイエンス

センターにおいて医療ビッグデータを利用

した研究を行っている研究者、大学院生に

対して必要なプログラムについて意見交換

を行う。 

②研究者・大学院生の意見を元にこれまで

に作成した医療ビッグデータハンドリング

教育プログラムから双方向型オンラインプ
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ログラムを開発するコンテンツの選別を行

う。 

③選別したコンテンツに関する双方向型の

オンラインプログラムを開発する。 

④実際にプログラムを提供し医療ビッグデ

ータ研究実施へとつなげていく。 

 

Ｃ．研究結果 

①②特に統計解析のプログラムは双方向型

であることが習得の近道であるとの意見が

多かった。また、ほぼすべての研究者、大学

院生から研究計画立案について知識が足り

ないことについて教育を受ける機会が不十

分であるとの意見があった。そこで研究者

にとって必要性の高い研究計画および統計

ソフトウェア R についての双方向型オンラ

インプログラムの開発を行うこととした。 

双方向型教育プログラムのコンテンツ 

(1) 研究計画立案 

研究計画の立案について教育を受ける機会

が少ない、書籍等での学習と自身での計画

立案にはギャップがあり、自力でそのギャ

ップを埋めることが難しい等の意見を得た。

そこで、研究計画立案に際して必須の以下

の項目について双方向型オンラインプログ

ラムの開発を行った。具体的には講義に加

えて、実践的な作業を行うことができるよ

うな研究計画立案に関する課題を設定し、

それを解くことで能動的に講義の内容を理

解できるようなコンテンツとした。テーマ

は以下のとおりである。 

・クリニカルクエスチョン（CQ）から

リサーチクエスチョン（RQ）への作り

変え 

・FINERによる RQ の評価 

・文献検索 

・研究デザイン 

・抽出変数の定義 

(2) R による統計解析 

R に関して令和２年度までに開発した e-

learning プログラムを改良し、以下の項目

について双方向型オンライン教育プログラ

ムの開発を行った。具体的には講義中に実

際に自分でスクリプトを書くことで R の基

本的な使用方法を理解することに加えて、

講義の内容を反映した課題を設定し、それ

を解くことで能動的にスクリプトを書くこ

とができるようなコンテンツとした。テー

マは以下のとおりである。 

・データの整形 

・各変数の集計及び可視化 

・検定 

・回帰分析 

③研究計画立案、R による統計解析に関し

て動画撮影が終了し、オンラインプログラ

ムとして使用可能なプログラムの開発が完

了した。 

④プログラムを自治医科大学データサイエ

ンスセンターにおいて大学院生、客員研究

員、共同研究者に提供した。提供を受けた

複数の研究者により研究計画の立案から論

文発表まで行われた。 

 

（倫理面への配慮） 



243 
 

倫理的な問題はない。 

 

Ｄ．考察 

医療ビッグデータを用いた研究のための双

方向型教育プログラムの作成にあたり、研

究者・大学院生と意見交換を行い、研究者

はデータハンドリングや統計解析に加えて

研究デザインの教育も必要であることが明

らかとなった。 

当センターで行う研究についての研究計画

の立案は分担者が個別に各研究者や大学院

生に対して直接指導を行っている。令和２

年度までにこれらの指導内容を体系化し、

直接指導を行わなくとも保健医療ビッグデ

ータ研究を行うためのデータハンドリング

から解析までを習得可能な教育プログラム

を開発し、研究者や大学院生に提供してき

た。これらの教育プログラムによってビッ

グデータを用いた研究の実践を通して、学

会発表・論文執筆につながった。しかしな

がらこれらの教育プログラムは一方向性で

あり、一部十分な習得に至らなかった部分

に関して改良の余地が残されていた。本研

究ではこれらの習得が不十分な点について、

プログラム受講者から意見を集めることで

特に研究者にとってデータハンドリングや

統計解析に加えて研究計画の立案について

も教育プログラムが必要であることが明ら

かとなった。 

ずさんな研究計画のまま研究を開始すると、

研究途中で様々な問題が生じ、研究自体が

頓挫してしまうこともしばしば起こる。そ

のため、綿密な研究計画を立案する必要が

ある。本研究で開発した研究計画立案のた

めの双方向型オンライン教育プログラムは

これまで分担者が行ってきた指導をオンラ

イン用に構築したものである。また、令和

２年度までに開発した R 習得 e-learning プ

ログラムを、動画視聴の合間に複数の課題

を設定することにより能動的に R を習得す

ることのできる双方向型のオンライン教育

プログラムとして改良した。プログラム受

講者からの評価は良好であったが、更に発

展的な内容のプログラムを望む声も寄せら

れており、今後の課題としたい。 

本研究事業により開発した教育プログラム

は医療ビッグデータを利活用できる人材育

成につながったと考えられる。実際にプロ

グラム受講者が研究デザインやデータハン

ドリングを行うことができるようになって

おり、研究成果として論文発表につながっ

ている（G. 研究発表参照）ことからも有用

なプログラムであったことが示された。今

後このプログラムをより多くの研究者へ提

供していく予定である。 

 

Ｅ．結論 

医療ビッグデータ研究の為に必要な知識・

技術を養成するための双方向型オンライン

教育プログラム開発について研究者と意見

交換を行い、研究計画立案、統計解析につ

いて特に効率的な教育プログラムが必要で

あることが明らかとなった。令和２年度ま

でに開発した教育プログラムを能動的に学
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習することのできる双方向型オンライン教

育プログラムとして再構築した。この双方

向型オンライン教育プログラムの提供によ

り、これまでよりもスムーズに研究アイデ

アを論文執筆まで繋げられるようになった。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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